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古典探究 

 

 
 
 

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

 
117 明治 

古探 117-901 

古探 117-902 

新 精選 古典探究 古文編 

新 精選 古典探究 漢文編 

 

１．編修の基本方針 
 

〇全ての内容を通して、教育基本法第２条各号に示された目標及び、高等学校学習指導要領に示さ 

 れた目標を達成できるよう教材を選択し、配列した。その中で特徴的な教材については「２．対 

 照表」に示した。 

 

〇「言葉の力を育み、最高品質の日本語の姿を伝える国語教科書」という理念に基づき編修した。 

  「言葉の力」とは…新しい自分の発見や、未知の世界との出会いにつながる、生きる糧となる

力。 

  「最高品質の日本語」とは…世界の中の一言語であり、歴史と伝統を持つ日本語の、多種多様な

表現から厳選した、論理的明晰さや情感豊かな美しさを持つ良質な日本語。 

 

〇上記の理念を具現化するために、本「古典探究」は、「新 精選 現代の国語」のテーマ（他者と出

会い、自己を知る）、「新 精選 言語文化」のテーマ（言語文化の成り立ちを知る）を受けて、「言

語文化への理解を深め、その担い手となる」というテーマに沿って編修し、生徒は、２年次には「自

分の言葉を豊かにする」、３年次には「自分の言葉で文化を伝える」というゴールを目指せるように

した。最終的には、高等学校における国語の学習を通して「『自分の言葉』を見つけ、『自分の言語

文化』を築く」ことを目指している。 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 

 

古文編 
 

古文を読むために必要な文語のきまり、古文特有の表

現などについてまとめることで、幅広い知識と教養を

身に付けることができるようにした。（第１号） 

古文に関する近代以降の評論文とコラムを採録するこ

とで、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態

度を養うことができるようにした。（第１号） 

 

我が国で長く読み継がれてきた優れた物語や日記文学

を採録し、人物の心情を読み取り、互いの解釈を認め

合うことを通して、個人の価値を尊重し、その能力を

伸ばし、創造性を培えるようにした。（第２号） 

 

 

 

単元の言語活動を設けることで、教材同士の有機的な

つながりを意識するとともに、主体的に課題に取り組

めるようにした。（第２号） 

 

270頁～ 279頁、 286頁～

292頁 

 

36頁 ～ 39頁 、 41頁 、 79

頁 、 95 頁 、 109 頁 、 133

頁、 147頁、 190頁～ 193

頁、226頁、245頁 

10頁 ～ 15頁 、 44頁 ～ 52

頁、56頁～67頁、82頁～

93頁、98頁～108頁、136

頁～ 146頁、 150頁～ 153

頁、168頁～179頁、196頁

～215頁、230頁～245頁、

248頁～250頁 

16頁 、 42頁 、 54頁 、 68

頁、80頁、96頁、110頁、

134頁、 110頁、 134頁、



 

 
 
 

 

 

古人の思想や社会秩序、自然災害に関する題材を採録

し、先の見えない現代社会を生きるうえでその発展に

寄与する態度を養えるようにした。（第３号） 

 

古人の自然観に関する題材を採録し、生命を尊び、自

然を大切にする態度を養えるようにした。（第４号） 

 

我が国の優れた詩歌、芸能作品、近代以降の古典作品

の現代語訳を採録し、伝統と文化を尊重し、それらを

はぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養えるよ

うにした。（第５号） 

古典を学ぶ意義について書かれた文章、我が国の言語

文化に関して書かれた題材を採録し、我が国の伝統と

文化・郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社

会の平和と発展に寄与する態度を養うことができるよ

うにした。（第５号） 

 

148頁、 154頁、 166頁、

180頁、 194頁、 218頁、

228頁、 246頁、 252頁、

260頁、269頁 

18～20頁、23頁～27頁、

28頁～35頁、182頁～189

頁、220頁～226頁 

 

21頁 ～ 22頁 、 70頁 ～ 75

頁、78頁、156～159頁 

 

112～121頁、123頁～130

頁、216頁～217頁、254頁

～259頁 

 

2頁～3頁、122頁、262頁

～268頁 

 
漢文編 

 

 

漢文を読むために必要な訓読のきまり、漢詩の形式、

漢文特有の表現などについてまとめることで、幅広い

知識と教養を身に付けることができるようにした。

（第１号） 

漢文に関する近代以降の評論文・小説とコラムを採録

することで、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求

める態度を養うことができるようにした。（第１号） 

 

 

単元の言語活動を設けることで、教材同士の有機的な

つながりを意識するとともに、主体的に課題に取り組

めるようにした。（第２号） 

 

 

古代中国の思想や社会秩序に関する題材とそれに関す

る近代の小説を採録し、正義と責任、自他の敬愛と協

力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的

に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養

うことができるようにした。（第３号） 

 

古代中国の史伝教材とそれに関する評論文を採録し、

史伝に描かれた登場人物の言動・心情・考え方や生き

方を学び、生命を尊ぶ態度を養えるようにした。（第

４号） 

自然を題材にした漢詩や漢文を採録し、自然を大切に

し、環境の保全に寄与する態度を養うことができるよ

うにした。（第４号） 

 

漢文の豊かさに触れることについて解説した文章を読

むことで、我が国の伝統と文化・郷土を愛するととも

に、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する

態度を養うことができるようにした。（第５号） 

日本漢詩文及び、漢詩文に影響を受けた日本文学を採

録することで、中国をはじめとする他国との関わりを

理解し、他国を尊重する態度を養うことができるよう

にした。（第５号） 

 

48頁～49頁、212頁～221

頁 

 

 

37頁、52頁、63頁、79頁

～83頁、94頁～95頁、110

頁、143頁、161頁、178

頁、190頁、204頁～205頁 

、207頁～211頁 

22頁、38頁、50～51頁、

64頁、84頁、96頁、111頁 

、126頁、144頁、162頁、 

176頁、188頁、206頁 

 

86頁～95頁、128頁～142

頁、164頁～171頁 

 

 

 

 

24頁 ～ 36頁 、 66頁 ～ 83

頁、146頁～160頁 

 

 

40頁 ～ 45 頁 、 116 ～ 124

頁、174頁～175頁 

 

 

2～3頁 

 

 

 

178頁～ 187頁、 199頁～

203頁 

 



 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
 

 

 



（日本産業規格Ａ列4番）

　別紙様式第５－２号

編　 修　 趣　 意　 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

※受理番号 学　校　 教　科 種　目

117明治
古探117-901
古探117-902

107-218 高等学校 国語

※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号

古典探究

編修の基本方針
　〇全ての内容を通して、教育基本法第２条各号に示された目標及び、高等学校学習指導要領に示された目標を達成
　　できるよう教材を選択し、配列した。
　〇「言葉の力を育み、最高品質の日本語の姿を伝える国語教科書」という理念に基づき編修した。
　「言葉の力」とは　　　　　…新しい自分の発見や、未知の世界との出会いにつながる、生きる糧となる力。
　「最高品質の日本語」とは　…世界の中の一言語であり、歴史と伝統を持つ日本語の、多種多様な表現から厳選し
　　　　　　　　　　　　　　　た、論理的明晰さや情感豊かな美しさを持つ良質な日本語。
　〇上記の理念を具現化するために、本「古典探究」は、「新 精選 現代の国語」のテーマ（他者と出会い、自己を知
　　る）、「新 精選 言語文化」のテーマ（言語文化の成り立ちを知る）を受けて、「言語文化への理解を深め、その
　　担い手となる」というテーマに沿って編修し、生徒は、２年次には「自分の言葉を豊かにする」、３年次には
　　「自分の言葉で文化を伝える」というゴールを目指せるようにした。最終的には、高等学校における国語の学
　　習を通して「『自分の言葉』を見つけ、『自分の言語文化』を築く」ことを目指している。

分冊・単元の構成
　〇古文編・漢文編の２分冊とした。
　〇それぞれの分冊を、２年次、３年次での使用を想定して、前編・後編の２部構成とした。
　〇単元の構成は、原則としてジャンル別とした。学習が重点的、かつ効果的に行われることを期待したからであ
　　る。
　〇教材の選定については、以下の点に考慮した。
　　・古典教材については、高等学校の古典として、「言語文化」で最も基本的なものを幾つか学習していること
　　　を考慮し、学習が発展的、系統的に行われるよう工夫した。また、変化のある多様な内容に触れられるよう
　　　に、文種・形態・時代や長短・難易に配慮し、日本漢文、古典における論理的な文章、近代以降の文語文、
　　　漢詩文なども含め、バランスよく教材を選定した。
　　・古典教材をより深く理解する助けとするため、古典に関する評論文や古典を題材とした近代以降の小説を
　　　教材として掲げた。
　　・古文の窓・漢文の窓などで、古典の変遷についての理解を深めるコラム等を掲げた。

〔知識及び技能〕
　○「深い学びのために」の主に「言葉と表現」で、言葉の特徴や使い方に関する問題と、語句や文法の知識・句
　　形の知識を整理する問題を設けた。
　○注の欄に、重要単語を掲げ、付録に古文編では「重要古語の解説および索引」、漢文編では「漢文の重要単語」
　　を設けた。さらに漢文編では、重要句形を掲げ、付録に「漢文の基本句形」を設けた。
　　これらにより古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の
　　表現などについて理解できるようにした。
　〇「付録」に「読書のすすめ」を設け、先人の知恵に触れ、自分の考えを広げたり深めたりできる、読書の意義
　　と効用について理解を深める助けとした。
〔思考力・判断力・表現力等〕
　○「Ａ読むこと」について、「深い学びのために」の主に「学習のポイント」と「言語活動」、各単元のまとめ
　　となる「単元の言語活動」で実践的な活動を設けた。
　○「深い学びのために」の「言語活動」と、「単元の言語活動」では、学習指導要領に示された、「言語活動例」
　　に即して、「２．対照表」に示した実践的な活動を設けた。その際、〔知識及び技能〕との関連を図れるよう
　　配慮した。また、分野や単元を超えた、有機的なつながりを意識し、より深い学びを達成できるよう配慮した。
〔学びに向かう力・人間性等〕
　〇下記のように、自ら学び続けることができるような工夫を施した。
　　・単元の冒頭に学習の目標を示し、学習を見通すだけでなく、学習を振り返る際にも役立つようにした。
　　・「深い学びのために」「単元の言語活動」を通して、「Ａ読む」領域の指導事項・言語活動を主体的対話的
　　　に学習できるように工夫し、我が国の言語文化について、自ら学び続けられるように配慮した。

　以上のように〔知識及び技能〕〔思考力・判断力・表現力等〕〔学びに向かう力・人間性等〕の習得を支援する
　ことにより、生涯にわたる社会生活に必要な資質・能力を確実に育成できる教科書である。

１．編修上特に意を用いた点や特色

学　年

※　教　科　書　名

新　精選　古典探究　古文編
新　精選　古典探究　漢文編



(1)
(2) ア
(1)
(2) ア
(1)
(2) ア
(1) カ
(2) ア

(1) ア ア ウ
(2) イ ア
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(2) イ ア
(1) ア ウ ア エ カ
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(2) イ ウ カ
(1) ア イ エ イ ウ
(2) イ ア
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(2) ア
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(1) キ
(2) ウ カ
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(2) イ ア
(1) ア イ エ ア エ オ
(2) イ ア
(1) ア イ エ
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(2) ア
(1) キ
(2) エ オ
(1) ア イ ウ ア ウ
(2) イ ア
(1) ア イ ウ ウ
(2) イ ア
(1) ア イ ウ ウ エ
(2) イ ア
(1) ア イ ウ ウ エ
(2)
(1) イ
(2) ア
(1) イ ア エ
(2) イ
(1) イ エ イ ウ
(2) ア ウ イ
(1) イ エ イ ウ エ
(2) ア ウ イ

古文編

２．対照表

図書の構成・内容

学習指導要領の内容

該当箇所
配当時

数知識及び技能

思考力,判断力,表現力等

読むこと (2) (3)

平安京条坊図・大内裏・内裏 見返し１

京都付近図 見返し２

旧国名・都道府県名対照図 見返し３

前編

はじめに なぜ古典を学ぶのか P.2～3

１説話１

古今著聞集
　安養の尼の小袖

P.10～11

沙石集
　兼盛と忠見

P.12～13

宇治拾遺物語
　伴大納言のこと

P.14～15

単元の言語活動１
　歌合の判者になってみる

P.16

２随筆１

徒然草
　世に語り伝ふること

P.18～19

　能をつかんとする人 P.20～21

　世に従はん人は P.21～22

　これも仁和寺の法師 P.23～24

　九月二十日のころ P.25～26

　あだし野の露消ゆるときなく P.26～27

方丈記
　ゆく河の流れ

P.28～29

　養和の飢饉 P.30～32

　日野山の閑居 P.33～35

古典についての評論文１
　『徒然草』をよみなおす（小川剛生）

ア P.36～40

古文の窓１
　無常観と『徒然草』

P.41

単元の言語活動２
　対談「隠者」は語る

P.42

３物語１

伊勢物語
　初冠

P.44～45

　狩りの使ひ P.45～47

　小野の雪 P.48～49

　つひに行く道 P.50

大和物語
　姨捨山の月

P.51～53

単元の言語活動３
　『伊勢物語』のパロディーを読む

P.54

４物語と日記１

平家物語
　忠度の都落ち

P.56～59

　壇の浦 P.60～63

建礼門院右京大夫集
　この世の外に

P.64～65

　今や夢昔や夢 P.66～67

単元の言語活動４
　「壇の浦」を朗読する

イ P.68

５随筆２

枕草子
　うつくしきもの

P.70～71

　すさまじきもの P.72～74

　九月ばかり P.75～76

　中納言参り給ひて P.76～77

【参考】春はあけぼの P.78

古文の窓２
　後宮の女房たちの活躍

ウ P.79

単元の言語活動５
　「美」の表現の移り変わりを調べる

P.80

６物語と日記
２

源氏物語
　光源氏誕生

P.82～84

　小柴垣のもと P.85～89

更級日記
　門出

P.90～91

　源氏物語を読む P.92～94

古文の窓３
　『源氏物語』の伝来

ウ P.95

単元の言語活動６
　「憧れ」プレゼンテーション

P.96

７物語２

大鏡
　雲林院の菩提講

P.98～100

　南院の競射 P.101～102

　花山天皇の退位 P.103～106

読み比べ
　花山天皇の退位（『栄花物語』）

P.107～108

古文の窓４
　歴史物語

ウ P.109

単元の言語活動７
　「花山天皇の退位」を読み比べる

P.110

和歌 P.112～119

狂歌 P.120～121



(1) イ ウ エ ア ウ
(2) ア ア
(1) イ エ イ ウ
(2) ア ウ
(1) イ エ イ ウ
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８詩歌

歌論
　古今和歌集　仮名序

ア P.122

歌謡 P.123～125

俳諧 P.126～129

川柳 P.130

俳論
　去来抄

ア P.131～132

古文の窓５
　詩歌の歴史

ウ P.133

単元の言語活動８
　俳諧の発句と和歌を作る

P.134

９近世の文学

世間胸算用
　蛸売りの八助

P.136～138

雨月物語
　浅茅が宿

P.139～144

鹿の子餅
　蜜柑

P.145～146

古文の窓６
　ベストセラー作家の誕生

ウ P.147

単元の言語活動９
　近世の商人や流通について調べ、「蜜柑」の読みを深める

P.148

後編

１説話２

宇治拾遺物語
　晴明の術比べ

P.150～152

常山紀談
　太田持資歌道に志すこと

P.152～153

単元の言語活動１
　文学作品における「安倍晴明」の特徴を考える

P.154

２随筆３

枕草子
　虫は

P.156～157

　五月ばかりなどに山里にありく P.158

　野分のまたの日こそ P.159

　雪のいと高う降りたるを P.160

　二月つごもりごろに P.161～162

　頭の弁の、職に参り給ひて P.163～165

単元の言語活動２
　古文作文に挑戦する

P.166

３日記

蜻蛉日記
　町の小路の女

P.168～170

　鷹を放つ P.170～172

和泉式部日記
　夢よりもはかなき世の中を

P.173～175

紫式部日記
　秋のけはひ

P.176～177

　和泉式部・清少納言 P.178～179

単元の言語活動３
　平安時代の恋愛や婚姻制度について調べる

P.180

４評論１

俊頼髄脳
　沓冠折句の歌

ア P.182～183

無名抄
　おもて歌のこと

ア P.184～185

去来抄
　此木戸や

ア P.186～187

三冊子
　不易流行

ア P.188～189

古典についての評論文２
　言葉か、心か（俵万智）

ア P.190～193

単元の言語活動４
　「言葉」と「心」の関係性について考える

ア P.194

５物語３

源氏物語
　物の怪の出現

P.196～199

　心づくしの秋風 P.200～203

　三日がほど P.204～206

　紫の上の死 P.206～208

　浮舟 P.209～212

堤中納言物語
　虫めづる姫君

P.213～215

【参考】さまざまな『源氏物語』の現代語訳―「物の怪の出
現」より―

ウ ア P.216～217

単元の言語活動５
　『源氏物語』の現代語訳を比較する

ア P.218

６随筆４

折たく柴の記
　六歳の夏のころ

P.220～222

蘭学事始
　フルヘツヘンド

P.223～225

古文の窓７
　往来物とは何か

ウ P.226

【参考】東海道往来 P.227

単元の言語活動６
　往来物の表現と現代の表現について随筆を書く

P.228

７物語４

大鏡
　道真の左遷

P.230～233

　三船の才 P.234～235

　肝試し P.236～239

　鶯宿梅 P.240～241

増鏡
　新島守

P.242～244

古文の窓８
　『和漢朗詠集』の世界

ウ P.245

単元の言語活動７
　菅原道真の年譜と「Ｑ＆Ａ」を作る

P.246
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漢文編

中国新旧参考地図 見返し1～2

漢文の風景

はじめに

P.79～83

P.48～49

P.50～51

P.52

P.30～32

P.2～3

前編

ア

ア

見返し3

P.83

P.84

P.86～87

P.90～91

P.61～62

P.63

P.64

P.66～73

P.74～78

P.33～36

P.37

P.38

【参考】弟子 (中島敦) P.94～95

近体詩の形式

P.57～60

P.88～89

P.54～56

P.92～93
６思想１

論語
　正名

　長沮・桀溺

老子
　大道廃、有仁義／小国寡民

荘子
　曳尾於塗中

P.40～47

５史話・
史伝２

史記
　鴻門之会

　四面楚歌

漢文の窓４
　『史記』

単元の言語活動５
　『史記』の登場人物の心情と場面を想像して群読する

古典についての評論文１
　『史記』の笑い（田中謙二）

３詩１

竹里館（王維）／登楽遊原（李商隠）／望廬山瀑布（李白）
／磧中作（岑参） ／黄鶴楼（崔顥）／旅夜書懐（杜甫）／香
炉峰下、新卜山居、草堂初成、偶題東壁（白居易）／春夜
（蘇軾）／凍蝿（楊万里） ／遊山西村（陸游）

単元の言語活動３
　漢詩を創作する

P.18～19

P.20～21

P.22

P.24～25

P.26～27

P.28～30

桃花源記

愛蓮説

漢文の窓３
　中国の散文

単元の言語活動４
　自己の生き方について考える

P.10

P.11

P.12～13

P.13～14

P.15～16

P.16～17

２史話・
史伝１

十八史略
　三年不飛不鳴

　背水之陣

　水魚之交

　赤壁之戦

漢文の窓１　『十八史略』と日本

単元の言語活動２
　浮かんだ疑問を共有し、答えを自由に出し合い、発表する

　燕雀安知鴻鵠之志哉

１故事・
寓話

漱石枕流（『世説新語』）

推敲（『唐詩紀事』）

不死之薬（『韓非子』）

塞翁馬（『淮南子』）

画竜点睛（『歴代名画記』）

杞憂（『列子』）

五十歩百歩（『孟子』）

三人成虎（『戦国策』）

単元の言語活動１
　故事・寓話のおもしろさや魅力を伝えるスピーチをする

ウ

ウ

イ

イ

漢文の窓２　漢詩の流れ

４文

漁父辞

ウ

８上代の文学

古事記
　倭建命の望郷の歌

P.248～251

単元の言語活動８
　「むなしくなる」ってどういう意味

P.252

源氏物語玉の小櫛
　もののあはれの論

ア P.266～268

９芸能

俊寛 P.254～256

読み比べ
　鬼界が島の場（『平家女護島』）

P.257～259

単元の言語活動９
　『俊寛』と『平家女護島』を読み比べる

P.260

重要古語の解説および索引 P.286～292

読書のすすめ

１０評論２

風姿花伝
　秘すれば花

ア P.262～263

難波みやげ
　虚実皮膜の間

ア P.264～265

P.295～296

古典参考図録 見返し5～8

単元の言語活動１０
　文学・芸能の魅力の源を考える

P.269

付録

文法要覧 P.270～279

日本古典文学史年表 P.280～285

漢文の豊かさに触れる

P.293～294

参考図録
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P.96

ア

P.98～99

P.100～105

「３　内容の取扱い(1)」については、教材全体を通して対応するよう配慮した。
「３　内容の取扱い(2)」については、教材全体を通して対応するよう配慮し、とりわけイ・ウについては、該当する教材についてのみ記入した。
「３　内容の取扱い(3)」のアについては、教材全体を通して対応するよう配慮し、とりわけ、日本漢文、古典における論理的な文章、近代以降の文語文、漢詩文、古典についての評論文に該当する教
材についてのみ記入した。

４文・随筆

師説

捕蛇者説

正午牡丹

漢文の窓８
　『白氏文集』と日本文学

単元の言語活動６
　日本文学における「長恨歌」受容の諸相を探る

筋篇

単元の言語活動５
　なぜ漢詩文で表現したのか

単元の言語活動６
　「長沮・桀溺」の朗読劇を創作し、演じる

　桓公読書於堂上

壇ノ浦

日本の漢詩文

漢文の基本句形

漢文の重要単語

西湖

ア

P.106～109

源氏物語　桐壺

枕草子　木の花は

謡曲　楊貴妃

読家書／九月十三夜／夜下墨水／送夏目漱石之伊予／題自画
／無題

単元の言語活動７
　小説のリライトに挑戦する

単元の言語活動４
　中国の名文に文章の書き方を学ぶ

漢文の窓６
　諸子百家

後編

荘子
　夢為蝴蝶

P.126

５日本人と
漢詩文

１詩２

桃夭／秋風辞／行行重行行／飲酒／代悲白頭翁 ／月下独酌／
兵車行

単元の言語活動１
　詩の背景にある物語を想像する

２思想２

孟子
　性善

荀子
　性悪

老子
　上善若水／無用之用

墨子
　兼愛

韓非子
　侵官之害

漢文の
名句・名言

言語活動
　「漢文の名句・名言」について随筆を書く

３史話・
史伝３

史記
　廉頗・藺相如

　荊軻

【参考】天道是邪非邪

漢文の窓７
　司馬遷

単元の言語活動３
　「記録」するという行為の持つ意味を考察する

単元の言語活動２
　思想家の「立場」に立って、批評に反論する

孫子
　百戦不殆

７小説

周式

枕中記

人面桃花

漢文の窓５
　中国の小説

P.128～129

P.110

P.111

P.112～114

P.116～125

P.139～140

P.141～142

P.143

P.144

P.146～151

P.130～131

P.132～133

P.134

P.135～136

P.137～138

P.152～157

P.158～160

P.161

P.162

P.164～167

「長恨歌」と日本文学

P.183～185

P.168～171

P.172～173

P.174～175

P.178

P.179～182

P.186～187

P.188

P.191～198

P.190

見返し4～6

古典について
の評論文２

本の中の世界　『荘子』（湯川秀樹）

P.204～205

P.206

P.207～211

６「長恨歌」
と日本文学

長恨歌

読書のすすめ

P.212～217

P.218～221

P.222～223

ウ

ウ

ウ

P.199～200

P.200～201

P.202～203

P.176

ウ

ウ

中国文化史年表

付録
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